
標記の件、下記の通り回答いたします。
№１ ニーズ把握について

利用実績をしっかり分析し、より良いサービスの提供を研究してまいります。

№２ 空港内での乗降場所について
№３ 空港着便については、既存の降車専用バースを使用します。

空港発便については、岡山空港管理事務所をはじめとした関係機関と協議中です。

№４ おかやま愛カードについて
試行期間中に、利用者の要望、採算面等を考慮し、検討します。

№５ 弊社の考えについて

令和５年１月２４日
㈱エスアールティー

岡山桃太郎空港シャトル便運行計画案に係る書面審議に対する回答について

 お客様は、所要時間、運賃、身体的負担等の諸要素を勘案し、交通手段を選択される
と理解しています。
 弊社は、この度の計画にあたり、新しいサービスを提供し、快適さを追求しながら、
小型車両による乗合輸送でお客様の運賃負担を軽減し、需要を喚起したいと考えてお
り、試行期間中、最大限の努力を払いたいと思います。

別紙


